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子供の頃から動物が好きで、様々な種類の生き

物と生活してきた。金魚、ヒヨコに始って二十日

鼠、土竜、亀、猿、伝書鳩等今でも彼らを思い出

す。中でも一番縁が深いのが犬。現在も10才にな

るアメリカン・コッカー・スパニエルと同居して

いるが、彼は４頭目の犬である。月に一度のトリ

ミングとシャンプーは半日仕事となる等手間は大

変だが、家内と二人だけの生活にしっかりと入り

込み、正に私達の人生のパートナーとなっている。

仔犬は愛くるしいが、老犬は味がある。自らの

立ち位置を充分に知った落ちついた目付でソファ

ーでゆったりしている姿を見るとこちらも穏やか

な気持になる。私の帰宅時に見せる嬉しそうな目、

体調不良時の訴えるような目、一週間近くペット

ホテルに預けられた後の恨めしそうな目、飲水を

催促する時の非難がましい目、正に目は口ほどに

物を言いで、十分に意思疎通が図られていること

を実感する。

もう四半世紀も前であるが、ワシントンの日本

大使館に３年間勤務する機会を得た。パーティー

などで米国人と接する際の無難で話が尽きない話

題として犬が適切とアドバイスをしてくれた友人

がいた。犬を飼いたいが犬種は何がよいか、躾の

コツはと尋ねるだけで、犬好きの多い米国の人達

は甲論乙駁、席が盛り上るというわけである。確

経過後。仔犬の将来に母親と過ごすこの期間が極

めて重要ということであった。

さて我が家のコッカー君、年とともに体調を崩

し、回復にも時間がかかるようになってきた。ド

クターの話からは、免疫力が低下してきたことも

一因のようだ。日本ではビジネス上の理由からか、

２ヶ月を待たず母親から離し、ペットショップの

ウィンドーに並べる。また、多くの生命が人間の

都合で処分されている。現在、犬の飼育頭数は一

千万頭を大きく上回り、ペット産業全体の市場規

模は２兆円とも聞く。文字通りペット大国である。

高齢化の進展につれ、癒しを求め、経済停滞の中

でも、引き続き右肩上りが続くだろう。その中で、

真にペット大国と言えるようになるにはどうすれ

ばよいか、考えてみる必要があるだろう。

東京証券取引所自主規制法人
理事長 林　正和

犬好きの独言

かに米国人には愛

犬家が多いよう

だ。ただ可愛がる

のでなく、犬の身

になって考えてい

るように感じた。

そうした雰囲気も

あって、かの地で

犬を求めたが、引

渡しは生後２ヶ月


